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ついで、その方法を応用して、コラーゲンモデルと考えられる x- Pr-Gly の繰り返し単位をもっ各
種ポリペプチドを合成し、生成物の性質を旧来のものと比較した。





















一定の (X-Pro-Gly) n の合成に成功し、コラーゲンの物性、構造、酵素反応に対する挙動などを調
べるための画期的なモデルペプチドを調製したものである。
すなわちポリスチレン樹脂を用いて Pro-Pro-Gly のトリペプチド単位を固相法の原理に従ってく
りかえし、フラグメント縮合し、 n弓， 3 ， 4 ， 5 ， 10 ， 15 ， 20 の (Pro-Pro-Gly) n を合成した。これに関
連してクロルメチル化ポリスチレン樹脂の調製ならびにアミノ酸の導入法について検討を加え、また




用いることにより、 (Pro-Pro-Gly) 10 や Pro(Br) -Pro-Gly-(Pro-Pro申 Gly) 9 の単結晶を得ること
ができた。後者はX線解析によるコラーゲンの分子構造解明に果す意義は大きい。
同様の方法により (Arg-Pro-Gly) 5 , (Glu-Pro-Gly) 5 , Arg-Gly-(Leu-Pro-Gly) 5 , 14C-Pro を
含む (Pro-Pro-Gly) 5 などの合成も行ない、これらのポリペプチドはプロトコラーゲンプロリン水
戸変化酵素の反応性を調べる試料として用いられ、酵素の水酸化反応の機構解明に役立っている。
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以上の如く、分子量分布の全くない純粋なコラーゲンモデル物質が、斬新なアイデイアに基づいて
始めて合成されたことにより、タンパク質化学、高分子化学、酵素化学などに将来はかり知れない寄
与を与えることが期待され、本論文は理学博士の学位論文として十分価値あると認められる。
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